
■麻しんは、平成19・20年に10～20歳代を中心とした全国的な大きい流行があり、高知

県でも患者が発生しました。流行した主な原因は、1回も予防接種を受けていなかった、あるいは、

1回は受けたものの免疫がついていなかったことや年数と共に免疫が下がってきてしまったことな

どと言われています。

　平成21年以降、高知県では、麻しんの患者は報告されていませんが、他県では、海外からの輸

入症例を契機に20～40歳代の方を中心とした流行が発生しています。

　麻しん風しんワクチンやその他

の定期の予防接種ができる医療機関

を掲載していますので、

チェックしてみてください。

どうやってうつるの？

どんな症状なの？

咳やくしゃみなどによってウイルスが飛散し、飛

沫感染や空気感染によって感染するよ。

高熱や全身の発疹が特徴の病気だよ。

■麻しんは、インフルエンザウイルスと比べると6～8倍も強い感染力で、肺炎や脳
炎などの合併症のために死にいたる危険性もあります！　
　

■風しんは、麻しんに比べると症状が比較的軽い病気ですが、妊娠初期の女性が風しんに
かかると、胎児が風しんウイルスに感染し、「先天性風しん症候群」として難聴や白内障、心疾

患などの障害を持った赤ちゃんが生まれる可能性があります！

問い合わせ　高知県健康政策部健康対策課　　

TEL：088－823-9677　　　
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/130401/kansen-yobousessyu.html

■風しんは、平成24・25年に20～40歳代を中心とした全国的な大きい流行があり、高知

県でも患者が発生しました。その後、年々患者数は減少していましたが、H30・Ｒ元に再び全国的

に流行しており、増加と減少を繰り返しています。

　本県でも平成30年11月末に平成27年以来となる患者が確認されました。


